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　１１月１４日、旧新見市と友好都
市縁組を締結していた中国河南
省信陽市 河区から、友好訪日
団（柴明貴区長を団長とする9
人）が来新しました。 友好都市締結協定書

あ
ら
た
な
友
好
都
市
協
定
を
締
結

中
国
河
南
省
信
陽
市 

河
区
友
好
訪
日
団
来
新
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　信陽市 河区（人口約６０万人）は、

岡山市の友好都市の洛陽市と同じ河

南省にあり、淮河（わいが）の支流に

位置する省南部の中心的な街です。

　上海からは西へ約７００キロ離れて

おり、空路武漢を経由し、そこから

車で北へ約３時間程のところにあり

ます。国道が東西南北に走り、鉄道

は南北を結ぶ京広鉄道を利用するこ

とができ、また現在東西方向にも鉄

道が建設されているなど、交通の要

所でもあります。

　「豫南の宝玉」といわれる南湾湖、

そして中国四大避暑地の一つに数え

られ、蒋介石が利用したことでも有

名な鶏公山をめぐる遊覧コースには

多くの観光客が訪れます。

市役所表敬訪問商工会議所表敬訪問

信陽市 河区のようす

げんき広場にいみ視察

市民歓迎会

　

訪
日
団
は
十
四
日
、
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
た
後
、
合

併
で
新
し
く
誕
生
し
た
新
見
市
と
の
友
好
都
市
協
定
調
印

式
に
臨
み
ま
し
た
。
調
印
式
で
は
、
石
垣
市
長
と
柴
区
長

が
協
定
書
に
署
名
し
、
あ
ら
た
な
友
好
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
に
は
新
見
市
国
際
交
流
協
会
主
催
の
市
民
歓

迎
会
が
、
ま
な
び
広
場
に
い
み
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
備
中
神
楽
、
傘
踊
り
な
ど
の

伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

　

一
行
は
十
六
日
ま
で
市
内
に
滞
在
し
、
新
見
商
工
会
議

所
表
敬
訪
問
、
企
業
視
察
、
げ
ん
き
広
場
に
い
み
な
ど
の

公
共
施
設
や
市
内
見
学
な
ど
の
日
程
を
こ
な
し
、
岡
山
、

倉
敷
、
京
都
、
静
岡
、
東
京
を
経
由
し
二
十
一
日
に
帰
国

し
ま
し
た
。

信陽市 河区の概要
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新
市
に
な
っ
て
行
財
政
改
革
に
つ

い
て
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
取
り
組
む
の
か
。

　

行
財
政
改
革
に
は
、
す
ぐ
に
取
り
組

み
ま
す
。
行
財
政
改
革
に
対
し
て
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
、

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
に
諮
問
し
ま
す
。

議
員
数
は
合
併
特
例
に
依
ら
ず
決

め
て
い
る
が
、
使
用
料
な
ど
出

費
は
高
い
方
に
合
わ
せ
て
い
る
。
見
直

し
状
況
は
。

　

利
用
料
な
ど
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

合
併
協
議
の
過
程
で
同
意
し
た
も
の
に

基
づ
い
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
見
直
し

は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
税
収
が
上
が
ら

な
け
れ
ば
利
用
料
を
安
く
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
負
担
金
の
レ
ベ
ル
は
、

国
の
水
準
と
比
べ
る
と
ま
だ
低
い
方
で
、

交
付
税
カ
ッ
ト
の
対
象
と
も
な
り
ま
す
。

合
併
自
治
体
で
の
行
政
改
革
度
ラ
ン
ク

は
全
国
六
位
で
、
合
併
協
の
努
力
が
評

価
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
間
手
法
を
導
入
し
、
職
員
の
モ

ラ
ル
向
上
を
。
行
政
コ
ス
ト
を

考
え
一
般
職
員
を
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
プ

レ
イ
ヤ
ー
に
育
て
ら
れ
な
い
か
。「
す
ぐ

や
る
課
」
な
ど
グ
ル
ー
プ
制
を
採
用
し
、

思
い
切
っ
た
改
革
を
。

　

問
題
点
は
把
握
し
、
職
員
の
意
識
改

革
や
、
知
識
習
得
の
た
め
の
研
修
の
実

施
な
ど
努
力
し
て
い
ま
す
。
外
部
委
託

を
す
れ
ば
経
費
が
削
減
で
き
る
も
の
も

あ
る
の
で
、
民
間
が
対
応
で
き
る
部
分

に
つ
い
て
は
積
極
的
に
民
間
委
託
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
縦
割
り
の
弊
害

も
な
く
す
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。「
す

ぐ
や
る
課
」
に
つ
い
て
は
、
実
施
し
た

自
治
体
の
結
果
を
み
て
も
善
良
な
人
か

ら
ば
か
り
の
利
用
で
は
な
く
、
不
公
平

と
な
っ
て
や
め
て
い
ま
す
。

馬
路
村
（
高
知
県
）
み
た
い
な
生

き
残
り
策
は
。

　

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
地
域
審

議
会
を
つ
く
っ
て
市
民
参
加
で
協
議
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
機
能
し
て
く
れ

れ
ば
引
け
を
取
ら
な
い
地
域
づ
く
り
が

で
き
ま
す
。

先
駆
け
の
政
策
は
今
後
も
引
き
続

き
や
っ
て
い
く
の
か
。

　

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
」

と
い
う
考
え
で
、
国
の
方
針
を
聞
き
な

が
ら
全
国
に
先
駆
け
て
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
光
フ
ァ
イ
バ

で
も
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
医
療
に
お
い
て
も
Ｃ
Ｔ

や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
大
量
・
精
密
デ
ー
タ
を
大

き
な
病
院
に
送
る
こ
と
が
で
き
、
遠
隔

医
療
を
実
現
で
き
た
り
、
電
気
や
ガ
ス

の
自
動
検
針
、
買
い
物
、
株
式
投
資
な

ど
夢
が
広
が
り
ま
す
。

合
併
し
て
も
住
民
同
士
の
交
流
が

で
き
て
い
な
い
の
で
、
運
動
会

や
芸
能
大
会
な
ど
を
実
施
す
れ
ば
交
流

の
輪
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

と
て
も
良
い
提
案
な
の
で
参
考
に
さ

せ
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
の
進
め

方
の
問
題
だ
が
、
新
見
の
中
心

部
は
下
水
道
に
敷
設
す
る
が
、
条
件
の

新
見
市
政
に

新
見
市
政
に

つ
い
て
意
見
交
換

 
つ
い 
て
意
見
交
換

市長とフリートーク
７月２６日から１０月１９日まで、市内各地域で市政懇談会
「市長とフリートーク」が開催されました。
延べ６６０人の参加があり、新見市政について市長と意見交換しました。
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悪
い
周
辺
の
方
か
ら
も
早
く
進
め
て
欲

し
い
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
を
各
家
庭
ま
で
つ
な
げ

る
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
は
、
十
八
、

十
九
年
度
で
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
の

で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
順

次
説
明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

言
っ
て
く
だ
さ
い
。
担
当
者
が
説
明
に

上
が
り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
選
別
に
つ
い
て
指
導
し
て

も
ら
え
な
い
か
。
手
引
を
見
て

も
載
っ
て
い
な
い
ラ
イ
タ
ー
、
使
い
捨

て
カ
ミ
ソ
リ
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
金
具
な

ど
判
断
が
つ
か
な
い
も
の
が
あ
る
。

　

ゴ
ミ
の
分
別
は
物
を
見
な
い
と
分
か

り
ま
せ
ん
。
何
人
か
の
グ
ル
ー
プ
で
要

請
が
あ
れ
ば
指
導
に
出
向
き
ま
す
。

医
療
費
の
通
知
は
郵
送
料
が
も
っ

た
い
な
い
の
で
や
め
た
ら
ど
う

か
。

　

み
な
さ
ん
が
受
診
さ
れ
た
内
容
を
確

認
し
て
も
ら
い
、
重
複
診
療
の
防
止
な

ど
医
療
費
の
抑
制
の
た
め
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
レ
セ
プ
ト
の
点
検
を
通

じ
、
医
療
機
関
の
架
空
請
求
の
防
止
の

た
め
で
も
あ
る
の
で
や
め
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。

公
約
で
小
児
医
療
の
充
実
を
言
わ

れ
て
い
た
が
、
逆
に
老
人
福
祉

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

新
見
市
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
現
在
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
見
直

し
を
行
い
、
そ
の
整
備
に
つ
い
て
国
県

に
要
望
す
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。
高

齢
社
会
に
対
応
す
る
諸
施
設
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
必
要
か
今
後
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

国
保
税
は
目
的
税
で
あ
り
、
税
金

を
安
く
し
て
一
般
財
源
を
投
入

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
ま
で
福
祉

施
策
の
一
環
で
税
額
を
下
げ
て
い
た
。

今
後
も
安
く
し
て
ほ
し
い
。

　

国
保
税
に
つ
い
て
は
、
今
で
も
安
す

ぎ
る
と
国
か
ら
勧
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
長
く
続
く
と
国
か

ら
も
ら
え
る
交
付
税
に
ひ
び
い
て
く
る

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
哲
多
地
域

は
夏
休
み
に
本
郷
小
学
校
で
や

っ
て
い
る
が
、
拡
充
の
考
え
は
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
自
分
た
ち
（
地
域
）
で
本
当
に

運
営
し
て
い
く
や
る
気
が
あ
れ
ば
、
積

極
的
に
対
応
支
援
す
る
の
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

議
会
を
傍
聴
し
て
い
る
と
き
に
よ

く
耳
に
す
る
の
が
、「
住
民
の
声

が
あ
れ
ば
」、「
意
見
を
ま
と
め
て
く
れ

れ
ば
」
と
い
う
声
だ
が
、
ど
の
程
度
の

人
が
声
を
出
せ
ば
要
望
を
聞
い
て
も
ら

え
る
の
か
。
例
え
ば
道
路
改
良
な
ど
の

場
合
。

　

意
見
と
い
う
の
は
、
単
な
る
声
だ
け

で
は
い
け
ま
せ
ん
。
地
域
な
ど
で
ま
と

ま
っ
て
、
要
望
書
・
承
諾
書
や
同
意
書

な
ど
の
提
出
が
な
い
と
で
き
な
い
と
い

う
意
味
で
す
。　

�

�

�
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現
在
、
新
見
市
に
お
い
て

も
、
全
国
的
な
傾
向
と
な
っ

て
い
る
核
家
族
化
の
進
行
な

ど
に
よ
っ
て
、
子
育
て
、
特

に
子
供
の
急
病
時
な
ど
の
不

安
は
大
き
な
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
市
の
医
療
は
、医
師
会
・

歯
科
医
師
会
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
要
望
実
現
に
向
け
て
、
休

日
・
準
夜
間
診
療
に
取
り
組

む
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
小
児
医
療

に
お
い
て
は
、
全
国
的
に
も

専
門
医
が
少
な
い
の
が
現
状

で
、
救
急
診
療
を
行
っ
て
い

る
病
院
の
小
児
科
で
さ
え
一

〜
二
人
し
か
お
ら
ず
、
今
後

全
国
で
も
約
二
千
人
の
増
員

が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
お
い
て
も
小
児
科
を

診
療
科
目
と
し
て
い
る
病

院
・
診
療
所
七
か
所
の
内
、

小
児
科
専
門
医
に
よ
る
診
療

は
新
見
中
央
病
院
の
み
で
、

派
遣
医
師
に
よ
り
週
三
日
と

隔
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
診

療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
市
で
は
以

前
か
ら
小
児
医
療
の
重
要
性

を
認
識
し
、
充
実
に
向
け
た

努
力
を
重
ね
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
結
果
、
来
年
四
月
か
ら

常
勤
の
専
門
医
師
一
名
を
派

遣
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
派
遣
先

と
な
る
新
見
中
央
病
院
と
、

受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
週
五

日
診
療
と
な
る
予
定
で
す
。

　

市
民
の
多
く
の
人
が
、
二

十
四
時
間
受
け
入
れ
可
能
な

小
児
科
病
院
の
開
設
や
、
小

児
科
専
門
医
の
確
保
を
強
く

求
め
て
い
る
こ
と
は
十
分
承

知
し
て
い
ま
す
が
、
二
十
四

時
間
体
制
を
取
る
に
は
最
低

で
も
専
門
医
が
四
人
は
必
要

で
あ
り
、
現
状
で
は
大
変
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
問
題
は
今
後
の

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
努
力

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

小児医療の取り組みについて

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

麻しん・風しんの早期接種のお勧め
～平成１８年４月から麻しん・風しんの予防接種制度が大きく変わります～
まだ受けていないお子さんは、平成１８年３月３１日までに早めに受けましょう

★平成１８年３月３１日まで麻しんと風しんの単独
ワクチンを、１回ずつ別々に接種します

★平成１８年４月１日から麻しんと風しんの混合
ワクチンを２回接種する制度になります

（注）■定期予防接種の対象となる期間 ※１：第１期＝１歳児（１２ヶ月以上２４ヶ月未満）
※２：第２期＝小学校に就学するお子さんで就学前年度

４／１～３／３１の１年間

�

平成��年�月�日以降
平成��年�月��日までの予防接種歴

第�期での混合ワクチン接種第�期での混合ワクチン接種

××麻しんワクチンのみ接種

××風しんワクチンのみ接種

××
麻しんワクチン及び風しん
ワクチンともに接種済み

就学前�年間
○

��か月以上��か月未満
○

麻しんワクチン及び風しん
ワクチンともに未接種

平成１８年４月１日以降、定期予防接種は麻しんと風しん

の混合ワクチンのみとなります。麻しんと風しんは、単

独ワクチンで受ける場合、定期予防接種ではなく任意接種となり

ます。

＜注＞「定期予防接種」とは、法律（予防接種法）に位置づけられて

いる接種で、公費による補助が受けられます。「任意接種」とは、法律

に位置づけられていない接種で、原則公費による補助はありません。

■問い合わせ先

　健康づくり課　　　（��６１２９）

　大佐支局市民福祉課（��２１１２）

　神郷支局市民福祉課（��６１１２）

　哲多支局市民福祉課（��２１１２）

　哲西支局市民福祉課（��２１１２）

！
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

秋
の
叙
勲
等
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
市
内
か

ら
は
、
安
部
雅
由
さ
ん
（
哲
西
町
上
神
代
）
が
瑞

宝
双
光
章
、
岡
本
達
雄
さ
ん
（
新
見
）
が
瑞
宝
双

光
章
、
熊
谷
健
治
さ
ん
（
下
熊
谷
）
が
瑞
宝
単
光

章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

叙
位
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

　

元
哲
西
町
消
防
団
団
長
、
安
部
雅
由
氏
（
哲
西
町
上
神
代
）
に
瑞

宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
部
氏
は
、
昭
和
三
十
年
に
哲
西
町
消
防
団
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
以
後
、
部
長
、
統
括
指
導
部
長
、
副
団
長
な
ど
の
役
職
を
歴
任

さ
れ
、
平
成
十
二
年
か
ら
三
年
間
、
消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
五
年
ま
で
の
永
き

に
わ
た
り
、
消
防
防
災
活
動

に
献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
、

そ
の
間
に
は
、
県
消
防
操
法

訓
練
大
会
三
位
と
い
う
輝
か

し
い
成
果
も
残
さ
れ
る
な

ど
、
消
防
活
動
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

 安  部 　 雅 由   さん
あ べ まさ よし

（哲西町上神代・７０歳）

瑞
宝
単
光
章

　

元
阿
新
広
域
事
務
組
合
新
見
地
区
消
防
本
部
消
防
司
令
長
、
熊
谷

健
治
氏
（
下
熊
谷
）
に
瑞
宝
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
谷
氏
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
新
見
市
消
防
吏
員
に
採
用
、
そ
の

後
、
阿
新
広
域
事
務
組
合
消
防
吏
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
予
防
課
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
、
平
成
十
四
年

に
警
防
課
長
兼
消
防
署
長
に

就
任
、
平
成
十
六
年
に
退
職

さ
れ
る
ま
で
の
三
十
六
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防
防

災
活
動
に
献
身
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

 熊  谷 　 健 治   さん
くま がい けん じ

（下熊谷・６２歳）

瑞
宝
双
光
章

　

岡
本
達
雄
氏
（
新
見
）
に
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
本
氏
は
、
中
央
大
学
法
学
部
を
卒
業
。
昭
和
十
一
年
に
農
林
省

（
現
農
林
水
産
省
）
に
入
省
後
、
島
根
食
糧
事
務
所
事
務
所
総
務
部

長
、
岡
山
食
糧
事
務
所
検
査
部
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和
四
十
六

年
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
氏
は
、
岡
山
県
食

糧
会
議
所
事
務
局
長
、
岡
山

県
食
糧
保
管
協
会
事
務
局
長

を
務
め
ら
れ
、
岡
山
県
の
食

生
活
の
安
定
と
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

 岡  本 　 達 雄   さん
おか もと たつ お

（新見・８８歳）

　市報１０月号に掲載した「インフ

ルエンザ予防接種の接種医療機

関」に、次の医療機関が追加され

ましたのでお知らせします。

イ ンフルエンザ予防接種
接種医療機関が追加されました

■追加医療機関

　【医療機関名】日野病院　　　【住所】鳥取県日野郡日野町野田３３２

　【電話】（�０８５９－７２－０３５１）　【接種期間】１２月末まで

■問い合わせ先　健康づくり課（��６１２９）
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（基金）
　平成１６年度の財政状況を
シリーズに分けてお知らせ
します。

今
回
は「
基
金
」に
つ
い
て
…

　

基
金
は
、
一
般
家
庭
で
例
え
れ
ば
定
期
預
金
や
積
立
貯
金
に
あ
た
り
、
特

定
の
目
的
を
実
施
す
る
た
め
や
、
不
測
の
出
費
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
積
み

立
て
て
い
る
も
の
で
す
。
基
金
は
、
条
例
に
よ
り
安
全
で
有
利
に
運
用
す
る

よ
う
厳
し
く
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
金
の
種
類

○
財
政
調
整
基
金

　

収
入
に
余
裕
の
あ
る
年
度
に
積
立
て
、
苦
し
い
年
度
に
取
り
崩
す
基
金
で
、

計
画
的
な
財
政
運
営
に
は
欠
か
せ
な
い
基
金
で
す
。
毎
年
度
決
算
後
に
余
っ

た
現
金
の
一
部
を
積
み
立
て
て
お
り
、
金
額
は
常
に
変
動
し
て
い
ま
す
。

○
特
定
目
的
基
金

　

特
定
の
目
的
を
実
施
す
る
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
基
金
で
、
そ
の
目
的

の
た
め
で
な
け
れ
ば
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

（
例
）
新
見
美
術
館
運
営
基
金
、
下
水
道
事
業
償
還
基
金
な
ど

○
定
額
運
用
基
金

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
支
出
す
る
基
金
で
、
目
的
が
達
成
さ
れ
た
時
に
戻

し
て
も
ら
う
常
に
一
定
金
額
の
基
金
で
す
。

　
　

（
例
）
奨
学
基
金
、
高
額
療
養
費
貸
付
基
金
な
ど

　

新
市
の
平
成
十
六
年
度
末
基
金
の
現
在
高
は
、
三
五
億
一
、
〇
〇
〇
万
円

で
、
住
民
一
人
当
た
り
九
・
五
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
旧
市
町
ご
と
の

基
金
現
在
高
を
人
口
で
計
算
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

住民１人当たりの基金額（平成１６年度末）

旧哲西町旧哲多町旧神郷町旧大佐町旧新見市平均（新市）区　　分

�.�万円�.�万円��.�万円�.�万円�.�万円�.�万円人口一人当たり

�.�億円�.�億円�.�億円�.�億円��.�億円��.�億円基金総額

Ｈ１７.３.３１の住民基本台帳人口で計算

　平成１６年度末の住民一人当たりの基金額は、合併協議により持ち寄る最低限の額をそれぞれの市町ごとに決定

し、残りは各市町のための事業や不足した一般財源の穴埋めに使用したため、大幅に減少しています。新市で

は、様々なコスト削減を行い、計画的な財政運営に努めていきます。

■問い合わせ先　財政課財政係（��６１２８）

シリーズ
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該
当
の
人
は
必
ず
申
請
を

　
　
 
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

一
月
一
日
現
在
で
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

調
製
し
ま
す
。
申
請
に
よ

り
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

該
当
の
人
は
必
ず
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
要
件
は
、

次
の
各
号
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
で
す
。

①
平
成
十
八
年
一
月
一
日
現
在
、

新
見
市
に
住
所
が
あ
る
人

②
満
二
十
歳
以
上
の
人
（
昭
和
六

十
一
年
四
月
一
日
以
前
に
出
生

し
た
人
）

③
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

す
る
農
業
経
営
者
お
よ
び
同
居

の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
、
平

成
十
八
年
一
月
一
日
現
在
、
農

耕
に
従
事
し
て
い
る
人

　

た
だ
し
、
農
業
経
営
者
は
一
日

も
耕
作
に
従
事
し
て
い
な
く
て
も

資
格
が
あ
り
ま
す
が
、
同
居
の
親

族
な
ど
に
つ
い
て
は
、
年
間
六
十

日
以
上
従
事
し
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
同
居
の
親
族
、
配
偶

者
と
は
、
同
一
家
族
で
生
計
を
一

に
し
て
い
る
人
で
、
六
親
等
ま
で

の
血
族
と
そ
の
配
偶
者
お
よ
び
三

親
等
以
内
の
姻
族
と
そ
の
配
偶
者

を
い
い
、
内
縁
関
係
は
除
き
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
一
月
十
日
（
火
）

ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務
局
、
支

局
ま
た
は
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
６
１
０
６
）

し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
近

く
打
ち
出
し
た
「
新
見
市
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
」
を
地
区
総
代
を
通
じ
て
配

布
し
ま
す
。

　

登
録
し
て
い
な
い
世
帯
は
申

請
用
紙
が
配
布
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
該
当
す
る
場
合
、
農
業
委
員

会
事
務
局
、
各
支
局
ま
た
は
市
民

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
請

用
紙
に
記
入
し
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

寝具類等洗濯乾燥消毒
サービス事業のお知らせ

　市では、寝具類などの衛生管理が困難な高齢者

に対し、清潔で快適な生活が送れるよう、洗濯乾

燥消毒サービスを行っています。くわしくは、お

問い合わせください。

■対象

○次のすべてに該当する人

・虚弱、心身の障害および傷病により寝具類など

の衛生管理が困難な人

・おおむね六十五歳以上で、介護保険の要介護認

定で４または５の認定を受けた人

・単身または高齢者のみの世帯に属する人

■個人負担　一部個人負担あり

■申し込み・問い合わせ先

　社会福祉課長寿社会係　　（��６１２５）

　大佐支局市民福祉課福祉係（��６１１２）

　神郷支局市民福祉課福祉係（��６１１２）

　哲多支局市民福祉課福祉係（��６１１２）

　哲西支局市民福祉課福祉係（��６１１２）

新春ロードレース大会
参加者募集中

　「ランニングを楽しく」をスローガンに、

新春の市街地を走り抜ける、第２９回新見市

新春ロードレース大会を開催します。

■日時　

　平成１８年１月３日�

　【受付開始】８：３０　【競技開始】１０：１０

　※小雨（小雪）決行

■参加区分

　・小学生男子の部（４年生以上）

　・小学生女子の部（４年生以上）

　・中学生男子の部

　・中学生女子の部

　・高校生男子の部

　・高校生女子、大学生女子、一般女子の部

　・一般男子Ａの部（４５歳未満）

　・一般男子Ｂの部（４５歳以上）

　・一般男子Ｃの部（６０歳以上）

　※いずれの部も、年齢は大会当日を基準と

します。

■申込期限　１２月２２日�

■申し込み・問い合わせ先

　新見市体育協会新見支部事務局

 （教育委員会生涯学習課内・��６１４７）
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昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
、

国
連
総
会
に
お
い
て
、
基
本
的
人

権
お
よ
び
自
由
を
遵
守
し
確
保
す

る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の

人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成

す
べ
き
共
通
の
目
標
と
し
て
、「
世

界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

国
連
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
採

択
を
記
念
し
て
、
十
二
月
十
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
国

に
対
し
て
、
人
権
擁
護
活
動
を
推

進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施

す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
十
二
月
四
日
か

ら
こ
の
人
権
デ
ー
ま
で
の
一
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
、
世
界

人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と

も
に
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

世
界
人
権
宣
言
は
、
前
文
と
三

十
か
条
か
ら
な
り
、
生
命
・
身
体

の
安
全
そ
の
他
多
く
の
基
本
的
人

権
に
つ
い
て
の
基
準
を
示
し
、
す

べ
て
の
人
が
い
か
な
る
事
由
に
よ

る
差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、

こ
れ
ら
の
人
権
を
享
有
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
、
と
宣
言
し

て
い
ま
す
。
人
権
は
人
間
が
幸
福

な
人
生
を
送
る
上
で
、
最
も
大
切

な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
の
内

外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互
い
の

人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る

い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
私
た
ち

の
願
い
で
す
。

人
権
週
間
強
調
事
項

◇
育
て
よ
う　

一
人
一
人
の

　

人
権
意
識　

―
身
近
な
こ
と
か

ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

◇
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

◇
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

◇
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

◇
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

◇
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

◇
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

◇
外
国
人
の
人
権
を
尊

重
し
よ
う

◇
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ

う
◇
刑
を
終
え
て
出
所
し

た
人
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

◇
犯
罪
被
害
者
と
そ
の

家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

悪
用
し
た
人
権
侵
害

は
止
め
よ
う

◇
性
的
指
向
を
理
由
と

す
る
差
別
を
な
く
そ

う
◇
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

◇
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

　

以
上
を
強
調
事
項
と
し
て
、
国

民
の
み
な
さ
ん
に
人
権
尊
重
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
自
分
の
権
利
ば
か
り

を
主
張
す
る
こ
と
な
く
、
お
互
い

の
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
明
る
い

豊
か
な
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

（
�
�
６
２
０
４
）

育
て
よ
う 
一
人
ひ
と
り
の 
人
権
意
識

　
　
　

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

第５７回

人権週間
１２月４日～１０日

人権問題の相談お受けします

　人権問題などでお困りの人は、岡山地方法務局

新見支局（��３１０３）またはお近くの人権擁護委

員にご相談ください。相談は無料で秘密は守られ

ます。
●人権擁護委員●
（順不同・敬称略）

青砥哲心（法曽） ��２８３６

岩本龍樹（唐松） ��１２２６

田中悠一（高尾） ��３３０２

戸田　博（上熊谷） ��１１３９

黒川　啓（豊永佐伏） ��２６２８

三村幸子（上市） ��１９１３

池田清美（大佐小阪部） ��２０４７

宮島速男（大佐小阪部） ��２７４８

伊田　豊（神郷油野） ��７２３７

田邉薫明（神郷高瀬） ��５５４１

三輪秋子（神郷下神代） ��６０６３

佐田美恵（哲多町矢戸） ��２７２２

土屋　宣（哲多町田淵） ��２５３４

小田　清（哲西町大竹） ��３１９８
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償
却
資
産
の
申
告

　

平
成
十
八
年
一
月
一
日
現
在
で
、

償
却
資
産
（
土
地
、
家
屋
以
外
で

事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
の

で
き
る
資
産
）
を
所
有
し
て
い
る

法
人
ま
た
は
個
人
は
、
一
月
三
十

一
日
�
ま
で
に
そ
の
資
産
が
所
在

す
る
市
町
村
へ
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
資
産

◆
建
物
お
よ
び
そ
の
付
属
設
備

　

冷
暖
房
設
備
、
照
明
設
備
、
通

風
設
備
、
昇
降
機
、
そ
の
他
建

物
に
付
属
す
る
設
備

◆
構
造
物

　

橋
梁
、
軌
道
、
貯
水
池
、
坑
道
、

汚
水
処
理
槽
、
煙
突
、
舗
装
、

看
板
、
そ
の
他
土
地
に
定
着
す

る
設
備
ま
た
は
工
作
物
な
ど

◆
機
械
お
よ
び
装
置

　

工
作
機
械
、冷
暖
房
機
械
装
置
、

そ
の
他
物
品
の
製
造
加
工
に
使

用
す
る
機
械
装
置
な
ど

◆
車
両
お
よ
び
運
搬
具

　

ト
ロ
ッ
コ
、
貨
車
、
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
な
ど
の
特
殊
自
動
車
（
た

だ
し
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の
は

除
く
）

◆
工
具
、
器
具
お
よ
び
備
品

　

ド
リ
ル
、
カ
ッ
タ
ー
、
万
力
、

医
療
器
具
、
金
庫
、
ロ
ッ
カ
ー
、

机
な
ど

　

市
外
へ
移
転
、
事
業
の
廃
止
な

ど
、
申
告
に
該
当
す
る
資
産
が
な

い
場
合
も
申
告
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
十
二
月
中
旬
に

申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
が
、
該

当
の
人
で
、
一
月
に
な
っ
て
も
申

告
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係

　

（
�
�
６
１
１
７
）

　平成１８年度は、固定資産税の基礎となる固定資

産の評価替えを行う年です。

評価替えとは
　３年に１度行われ、現在の資産価値を反映し適

正な価格に見直す作業のことです。この作業は、

不動産鑑定士による鑑定や公示地価、物価水準の

動向などを基に実施しています。

　見直し後の評価格は課税台帳に登載され、今後

３年間の固定資産税の基礎となります。

　また、地積調査済の土地については、調査後の

面積で課税することになります。

　評価替え作業に伴い、税務課の担当者が現地調

査や家屋評価などで市内をまわりますので、ご協

力をお願いします。

　くわしくは、税務課

資産税係までお問い合

わせください。

■問い合わせ先

　税務課資産税係

　（��６１１７）

土地・家屋に
変更があったら届出を

　毎年１月１日現在で、

土 地・家 屋（住 宅・店

舗・工場・倉庫・その他

の建物）を所有している

個人・法人には、固定資

産税が課税されます。

　使用している状況に変

更があったときには、申

告書などの届出を行って

ください。

　これらの届出が遅れると、一度に多くの固定資

産税を納めることになったり、納めすぎた税金の

還付が遅れることがあります。

■問い合わせ先

　税務課資産税係（��６１１７）

届出が必要な場合

●家屋を新築または増築したとき

●家屋を取り壊したとき

●土地の用途（利用状況）を変更したとき
　（例）畑を駐車場に変更など

１
月　

日
�
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

３１

平成１８年度は
固定資産税評価替えの年
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緊 急 警 報
悪質商法に
　 気をつけて ！

　

悪
質
商
法
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
不
必
要
な
物
は

毅
然
と
し
た
態
度
で
き
っ
ぱ
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

 

ケ
ー
ス 
そ
の
① 

 

悪
質
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

★
目
的
を
隠
し
て
近
づ
き
高
額
な

契
約
を
急
が
せ
る
。

ポ
イ
ン
ト
！

・
悪
質
業
者
は
、
雨
ど
い
の
清
掃

な
ど
と
い
っ
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
の
勧
誘
で
あ
る
こ
と
を

隠
し
て
近
づ
き
ま
す
。

・
不
意
に
訪
れ
て
、
簡
単
に
は
見

ら
れ
な
い
所
を
点
検
す
る
業
者

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
排
水
管
の
清
掃
サ
ー
ビ
ス
な
ど

は
、
家
に
上
が
り
込
む
た
め
の

口
実
で
す
。

・「
す
ぐ
に
工
事
を
し
な
い
と
危

険
で
す
。」な
ど
と
不
安
を
あ
お

っ
て
高
い
契
約
を
さ
せ
る
手
口

は
悪
質
業
者
の
常
套
手
段
で

す
。

・
本
当
に
工
事
が
必
要
か
ど
う

か
、
知
り
合
い
や
地
元
の
工
務

店
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
高
額
な
工
事
で
は
、
二
〜
三
社

か
ら
見
積
も
り
を
取
っ
て
比
較

す
る
と
妥
当
な
工
事
費
が
わ
か

り
ま
す
。

・
言
い
な
り
に
な
っ
て
契
約
す
る

と
、
屋
根
工
事
、
外
壁
工
事
、

風
呂
工
事
と
次
々
に
契
約
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 
ケ
ー
ス 
そ
の
② 

 
点
検
商
法

★
点
検
と
称
し
て
近
づ
き
、
健
康

上
の
不
安
を
あ
お
る
。

ポ
イ
ン
ト
！

・
無
料
点
検
と
言
わ
れ
た
場
合

は
、
タ
ダ
よ
り
高
い
物
は
な
い

と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

・「
保
健
所
か
ら
来
ま
し
た
。」
な

ど
と
言
わ
れ
た
場
合
は
名
刺
を

も
ら
い
「
保
健
所
に
電
話
し
て

確
か
め
る
」
と
言
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

・
試
薬
で
水
を
変
色
さ
せ
、
あ
た

か
も
汚
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に

不
安
を
あ
お
る
が
、
色
が
変
わ

る
の
は
汚
れ
と
関
係
が
な
い
場

合
が
多
い
で
す
。

・「
ダ
ニ
が
い
ま
す
。」
な
ど
と
言

っ
て
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
行
為

は
、
悪
質
業
者
の
常
套
手
段
で

す
。

 
ケ
ー
ス 
そ
の
③ 

 
空
き
店
舗
な
ど
で
の
催
眠
商
法

★
民
家
や
、
空
き
店
舗
な
ど
の
特

設
会
場
へ
誘
い
込
み
、
日
用
品
を

次
々
に
タ
ダ
で
配
り
、
そ
の
後
本

当
の
販
売
目
的
で
あ
る
高
額
な
羽

毛
布
団
や
健
康
器
具
な
ど
を
勧
め

る
。

ポ
イ
ン
ト
！

・
タ
ダ
で
物
を
く
れ
る
？
そ
ん
な

う
ま
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
、
安

易
に
会
場
へ
行
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
会
場
へ
行
っ
て
し
ま
っ
て
も
雰

囲
気
に
の
ま
れ
ず
、
必
要
で
な

い
物
は
き
っ
ぱ
り
断
る
勇
気
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

 
ケ
ー
ス 
そ
の
④ 

 
架
空
請
求

★
裁
判
所
や
法
律
事
務
所
を
装
い
、

あ
た
か
も
真
実
で
あ
る
よ
う
な
法

律
用
語
を
使
い
「
民
事
訴
訟
裁
判

税
務
未
納
通
知
書
」
な
ど
と
最
終

通
告
書
を
送
っ
て
く
る
。

ポ
イ
ン
ト
！

・
念
の
た
め
家
族
で
確
認
し
た
上

で
身
に
覚
え
の
な
い
物
は
無
視

し
ま
し
ょ
う
。

・
相
手
は
、
こ
ち
ら
の
個
人
情
報

を
得
る
の
が
目
的
で
す
か
ら
連

絡
を
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

 
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
が
、 

 
解
除
し
た
い
…

　

そ
ん
な
と
き
は
、ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
契
約
後
一
定
の
期
間
で

あ
れ
ば
、
無
条
件
で
解
除
で
き
ま

す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は

契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
、

そ
の
日
を
含
め
て
八
日
以
内
！

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
書
面（
ハ

ガ
キ
可
）
で
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
証
拠
と
し
て
コ
ピ
ー
を
取
り

郵
便
局
窓
口
か
ら
配
達
記
録
郵
便

で
出
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
０
９

９
９
）

　

市
民
環
境
課

　

（
�
�
６
１
２
２
）

株
式
会
社
□
□
□
□
□�

　
　
　
　
　
　
代
表
者 

殿�

○
○
○
○
○
○
○
○�

　
　
○
○
○
○
○
○
○
○�

　
契
約
解
除
通
知�

契
約
年
月
日
　
○
年
○
月
○
日�

商
　
品
　
名
　
○
○
○
○�

契
約
金
額
　
　
○
○
○
円（
既
払
金
○
円
）�

右
記
の
契
約
は
解
除
し
ま
す
。�

な
お
、
既
払
金
○
円
を
返
金
し
、
商
品
を�

引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。�

○
年
○
月
○
日�

　
　
　
　
住
所
　
○
○
○
○
○
○
○
○�

　
　
　
　
氏
名
　
　
　
○
○
　
○
○�

切
手�

ウラ
�

オモテ�

クーリング・オフ
（はがきでの通知例）
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こ
れ
か
ら
の
季
節

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　

県
・
市
で
は
、
冬
の
生
活
道
路

を
守
る
た
め
、
国
・
県
道
お
よ
び

市
道
の
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
路
線
を
除
雪
す
る

こ
と
は
不
可
能
な
た
め
、
積
雪
の

多
い
市
北
部
を
中
心
に
作
業
を
行

い
ま
す
。
少
し
で
も
早
い
除
雪
に

努
力
し
ま
す
が
、
道
路
幅
や
積
雪

量
に
よ
っ
て
は
、
作
業
が
遅
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
作
業
時
間

　

除
雪
作
業
開
始
時
間
が
、
降
雪

状
況
に
よ
っ
て
、
真
夜
中
に
な
っ

た
り
、
早
朝
に
行
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
お
休
み
中
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

道
路
交
通
の
確
保
お
よ
び
安
全
の

た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

路
上
駐
車
は
除
雪
の
大
敵

　

除
雪
作
業
の
大
敵
と
な
る
の
が

路
上
駐
車
な
ど
の
障
害
物
で
す
。

障
害
物
が
あ
る
と
、
除
雪
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
道
路
沿
い
の

障
害
物
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
周
辺
は
み
な
さ
ん
の
手
で

　

除
雪
の
際
、
道
路
の
端
や
歩
道

に
雪
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
自
宅
周
辺
や
身
近
な
と
こ

ろ
は
み
な
さ
ん
の
手
で
除
雪
を
お

願
い
し
ま
す
。
高
齢
者
だ
け
の
家

庭
な
ど
で
除
雪
が
困
難
な
場
合
は
、

隣
近
所
で
協
力
し
あ
い
生
活
道
路

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
道
路
の
凍
結
防
止
の
た

め
、
必
要
な
箇
所
に
は
凍
結
防
止

剤
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
必
要

に
応
じ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

【
備
中
県
民
局
新
見
支
局
維
持

管
理
課
】（
�
�
１
１
７
７
）

　

【
新
見
市
役
所
】

　

新
見
支
局
都
市
建
設
課
管
理
係

　

（
�
�
６
１
３
１
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
建
設
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　日毎に寒くなっています。これからの季節は、

水道管の凍結事故が発生しやすくなり、特に屋外

に露出している水道管（給水管や蛇口）は凍結し

破裂する恐れがあります。保温材で覆うなどして、

凍結防止対策を早めに済ませてください。

　凍結により水道管が破裂したときは最初に止

水栓を廻して水を止めてください。その際、故障

の内容を確認し、市が指定する水道工事業者へ修

理を依頼してください。修理代は、水道メーター

より家庭側は利用者のご負担となります。なお、

水道メーターまでの故障については上水道課お

よび各支局経済建設課へご連絡ください。

■水質検査計画の策定について

　今年度より水質検査を計画的に実施するため

水質検査計画を定めています。

  詳細については、上水道課および各支局の経済

建設課にお問い合わせください。

■問い合わせ先

　上水道課管理係（��８９７１）

　大佐支局経済建設課建設係（��２１１３）

　神郷支局経済建設課建設係（��６１１３）

　哲多支局経済建設課建設係（��２１１３）

　哲西支局経済建設課建設係（��２１１３）

　市では、公共下水道・農業集落排水事業などの

集合処理計画区域以外の区域で、水質浄化を推進

する事業として、合併処理浄化槽を設置していま

す。

　現在、設置希望者を募集していますので、くわ

しくは下水道課または各支局経済建設課までお

問い合わせください。

　なお、本年度の設置予定数に到達した場合、来

年度の工事施工となりますので、あらかじめご了

承ください。

■分担金（１戸あたり）　５～１０人槽　２０万円

　※平成２０年４月以降は３０万円になります。
� �������������������������

■使用料（１か月あたり）　基本額　１,５７５円

　※世帯一人につき、基本額に５２５円を加算。

　なお、一般住宅の場合です。

■申し込み・問い合わせ先

  建設部下水道課（��６１３８）

  大佐支局経済建設課建設係（��２１１３）

  神郷支局経済建設課建設係（��６１１３）

  哲多支局経済建設課建設係（��２１１３）

  哲西支局経済建設課建設係（��２１１３）

合併処理浄化槽で
生活排水をきれいに
－設置希望の人はお早めに－

水道の冬支度はお早めに水道の冬支度はお早めに水道の冬支度はお早めに
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の
可
否
を
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

◎
保 
育 
料

　

入
所
児
の
年
齢
と
世
帯
の
所
得

税
、
市
民
税
の
課
税
額
な
ど
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

◎
保
育
期
間

　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
〜

　
　

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

※
日
曜
、
年
末
年
始
休
日
を
除
く

◎
保
育
時
間

　

七
時
三
十
分
〜
十
八
時
三
十
分

◎
そ 
の 
他

・
保
育
所
に
よ
っ
て
、
入
所
資
格

の
対
象
年
齢
が
異
な
り
ま
す
。

・
保
育
所
に
よ
っ
て
、
保
育
時
間

が
若
干
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

延
長
保
育
が
可
能
な
保
育
所
も

あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

（
�
�
６
１
２
６
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

◎
入
所
資
格

　

市
内
に
在
住
す
る
六
か
月
以
上

就
学
前
の
乳
幼
児
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
家
庭
で
保
育
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
。

①
保
護
者
が
仕
事
（
パ
ー
ト
、
内

　

職
を
含
む
）
の
た
め
保
育
で
き

　

な
い
場
合

②
保
護
者
が
病
気
、
出
産
な
ど
の

　

た
め
保
育
で
き
な
い
場
合

③
保
護
者
が
病
人
の
看
護
な
ど
の

　

た
め
保
育
で
き
な
い
場
合

④
家
庭
が
災
害
を
受
け
た
た
め
保

　

育
で
き
な
い
場
合

◎
募
集
定
員

新
見
保
育
所　
　
　

二
百
四
十
人

大
佐
保
育
所　
　
　
　
　

三
十
人

神
代
保
育
所　
　
　
　

四
十
五
人

新
郷
保
育
所　
　
　
　
　

三
十
人

本
郷
保
育
所　
　
　
　
　

三
十
人

萬
歳
保
育
所　
　
　
　

四
十
五
人

哲
西
保
育
所　
　
　
　

七
十
五
人

※
蚊
家
へ
き
地
保
育
所
と
大
田
へ

き
地
保
育
所
に
つ
い
て
は
次
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
入
所
手
続
き

　

入
所
希
望
者
は
、
社
会
福
祉
課
、

各
支
局
市
民
福
祉
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
、
次
の
書
類
な
ど
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
住
民
票

・
課
税
証
明
書
（
平
成
十
七
年
度

　

市
民
税
・
世
帯
全
員
）

・
平
成
十
七
年
分
源
泉
徴
収
票
、

ま
た
は
、
確
定
申
告
書
の
写
し

・
そ
の
他
社
会
福
祉
事
務
所
長
が

　

求
め
る
書
類

◎
申
し
込
み
期
間

　

平
成
十
八
年
一
月
六
日
�

　
　
　
　

〜
一
月
三
十
一
日
�

◎
入
所
の
決
定

　

入
所
申
込
書
お
よ
び
添
付
書
類

に
よ
り
審
査
し
、
三
月
中
に
入
所

新
見
市
立
保
育
所

入
所
児
募
集
新
見
市
立
保
育
所
で
は
、平
成　

年
度
の

１８

入
所
児
を
募
集
し
ま
す
。
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を提出してください。

※入園願は各幼稚園にあります。

　インターネットでは、岡山県電子

申請システムで申請できます。

http：//www.pref.okayama.jp/ 
　　　　　　　e-entry/entry.htm

　※市ホームページの「電子申請シ

ステム」からもアクセスできます。

なお、電子申請は、申込期間中以

外は利用できません。

◎申込期間

平成１８年１月１０日�～１月３１日�

◎保 育 料

月額　４,５００円（年額５４,０００円）

※別途、給食費と預かり保育料（利

用者のみ）が必要です。

※支払いは口座振替となります。

◎対象年齢（対象児生年月日）
３歳児　平成１４年４月２日～

　　　　　平成１５年４月１日生

４歳児　平成１３年４月２日～

　　　　　平成１４年４月１日生

５歳児　平成１２年４月２日～

　　　　　平成１３年４月１日生

※幼稚園によって受け入れ年齢が

異なりますのでご確認下さい。

◎入園資格

市内に在住する幼児

※伝染病疾患を有する場合や、発

育不全などで幼稚園での保育が不

適当と認められる幼児は入園でき

ません。

◎入園手続

　入園を希望する幼稚園に入園願

電話番号
預かり保育に
ついての有・無

対　象　児基準となる通園区域募集人員園　名

������
有満�歳児・満�歳児思誠小学校区���人

新見幼稚園
無満�歳児新見市内に在住していること��人

������無満�歳児・満�歳児高尾・西方小学校区��人高西幼稚園

������無満�歳児・満�歳児正田小学校区��人正田幼稚園

������無満�歳児・満�歳児唐松小学校区��人唐松幼稚園

������無満�歳児・満�歳児明新小学校区��人明新幼稚園

������無満�歳児・満�歳児井倉小学校区��人井倉幼稚園

������無満�歳児・満�歳児草間台・足見小学校区��人草間台幼稚園

������無満�歳児・満�歳児豊永小学校区��人豊永幼稚園

������無満�歳児・満�歳児塩城・下熊谷小学校区��人熊谷幼稚園

������無満�歳児・満�歳児菅生小学校区��人菅生幼稚園

������有満�歳児・満�歳児上市・福本小学校区��人上市幼稚園

������有満�歳児～満�歳児刑部・田治部布瀬小学校区���人大佐幼稚園

������有満�歳児・満�歳児本郷小学校区��人本郷幼稚園

������有満�歳児矢神・野馳小学校��人哲西幼稚園

※保護者の責任において通園が可能な幼児は、上記の通園区域にかかわらず、希望の幼稚園に入園することができます。

※預かり保育の定員については、各幼稚園で定めていますのでご確認ください。

※新見幼稚園での３歳児の入園については、入園後しばらくの間保護者などの付き添いが必ず必要です。

※大佐幼稚園、本郷幼稚園、哲西幼稚園は給食があります。

募集人員、対象児および基準となる通園区域

幼稚園入園児
募集 市内幼稚園では、平成１８年度の

入園児を募集します。

◎そ の 他

・いずれの幼稚園も、入園希望者

が定員を上回った場合は抽選と

なります。

・預かり保育を行ういずれの園に

おいても、当該幼稚園に通園す

る幼児が対象になります。ただ

し、預かり保育の受け入れにつ

いては、「保育に欠ける場合」（保

護者などによる保育が困難な場

合）などの条件があります。

■問い合わせ先

　くわしくは、入園を希望する幼

稚園にお問い合わせください。

幼稚園は…こどもがはじめて出会う学校です
遊びを中心とした活動の中で「生きる力」の基礎を育てます
☆考え工夫する力　☆優しく思いやりのある心　☆たくましい心と体
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その他家　　賃募集戸数面積構造規模団　地　名

単身者不可 ９,４００円～１５,６００円１４９.６�簡耐２階建２DK
唐松４９
（唐松）

市営住宅 単身者不可１１,１００円～１８,４００円１７２.０６�木造２階建３ＤＫ
後山

（大佐永富）

単身者不可１４,３００円～２３,７００円３６６.９３�中耐３階建３ＤＫ
哲西中央

（哲西町八鳥）

単身者可２０,０００円（定額）２３９.３�木造平屋建１LＤＫ
大井野

（大佐大井野）
特定公共
賃貸住宅

■団地名および募集戸数

市営住宅の入居者を次のとおり募集します。

■入居開始日　平成18年１月10日�予定

■申込方法

　入居希望者は、１２月１６日�までに、新見支局都市建設課また

は各支局経済建設課に備え付けの用紙でお申し込みください。

※申し込みに際しては所得制限などがありますので、詳しくは

各支局にお問い合わせください。

新見支局都市建設課（��６１３１）

大佐支局経済建設課（��２１１３）

神郷支局経済建設課（��６１１３）

哲多支局経済建設課（��２１１３）

哲西支局経済建設課（��２１１３）

問い合わせ先

市営住宅　入居者募集

郷
原
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

分
譲
中 
!

分譲面積および分譲価格

価　格
（円）

地積
（㎡）

区画
番号

価　格
（円）

地積
（㎡）

区画
番号

��,���,����������,���,�������

��,���,����������,���,�������

��,���,����������,���,��������

��,���,��������

＊５，１０，１１区画については法面を考慮して価格を算定しています。

残り７区画お早めに

■充実した設備
　上下水道が宅地まで配管され、区画道

路は６メートルと広く設定されています。

■助成制度
○新見産乾燥材利用住宅
○太陽光発電システム
○生ゴミ処理容器
　このうちいずれかを建築または設置し

た場合、市の補助が受けられます。

　また、合併浄化槽設置に対し１基２０万

円の定額助成があります。

　くわしくは、新見市土地開発公社（財

政課内��６１２８）までお問い合わせくだ

さい。

自然と過ごす 快・適・空・感
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はじめよう！心とからだの健康づく り
新見市健康増進施設

げ んき広場にいみオープン ！

　

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て

の
人
が
、
健
康
で
充
実
し
た
豊
か

な
人
生
を
過
ご
す
た
め
に
、
健
康

づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備

を
進
め
て
き
た
「
げ
ん
き
広
場
に

い
み
」
が
、
十
二
月
十
日
�
十
三

時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

施
設
の
管
理
、
運
営
は
指
定
管

理
者
の
㈱
山
陽
レ
イ
ス
ポ
ー
ツ
が

行
い
ま
す
。
各
種
運
動
教
室
（
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
の
指
導
を
専
門
の
指

導
者
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
が

行
い
ま
す
の
で
、
楽
し
く
適
切
な

健
康
づ
く
り
が
実
践
で
き
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
、
心
も
か
ら
だ

も
元
気
に
な
れ
る
「
げ
ん
き
広
場

に
い
み
」
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
館
日
・
時
間

【
平
日
】
九
時
〜
二
十
二
時

【
日
曜
・
祝
日
】
九
時
〜
十
八
時

■
休
館
日

【
定
休
日
】
月
曜
日

【
そ
の
他
】
年
末
年
始
、
機
器
点

検
期
間
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

げ
ん
き
広
場
に
い
み

 
（
�
�
２
１
６
８
）

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す

①
温
水
プ
ー
ル

　

全
面
昇
降
床
を
採
用
し
た
温
水

プ
ー
ル
（　

ｍ
×
８
コ
ー
ス
）
を

２５

使
っ
た
水
泳
、
水
中
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
に
よ
り
、

関
節
へ
の
負
担
を
抑
え
な
が
ら
、

体
力
ア
ッ
プ
や
脂
肪
燃
焼
、
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
運
動
が
行
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
幼
児
用
プ
ー
ル
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル
を
備
え
て
お

り
、
幼
児
の
水
遊
び
や
効
果
的
な

歩
行
運
動
も
実
践
で
き
ま
す
。

　

水
泳
後
身
体
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
た
め
に
ジ
ャ
グ
ジ
ー

プ
ー
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
、
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
も
実
施

し
ま
す
。

②
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ

　

ヨ
ガ
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
い
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、

利
用
者
の
年
齢
、
体
力
な
ど
に
合

わ
せ
て
運
動
が
で
き
ま
す
。

③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

　

最
新
マ
シ
ン
を
使
っ
て
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
自
転
車
運
動
な
ど
の

軽
め
の
運
動
か
ら
筋
力
ア
ッ
プ
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

通
じ
て
利
用
者
の
目
的
、
体
力
に

あ
っ
た
運
動
が
効
果
的
に
実
践
で

き
ま
す
。

④
浴
室

　

サ
ウ
ナ
付
の
浴
場
を
備
え
て
お

り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
ゆ
っ
た
り

と
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
ま
す
。

★
そ
の
他
リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
畳
コ
ー
ナ
ー
や
マ
ッ
サ
ー

ジ
チ
ェ
ア
を
設
置
し
た
ラ
ウ
ン
ジ
、

お
子
さ
ん
の
遊
び
場
と
し
て
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
も
備
え
て
い
ま
す
。

１ ２ / １ ０ �

②フィットネススタジオ②フィットネススタジオ

③トレーニングルーム③トレーニングルーム④浴室④浴室

①温水プール①温水プール
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私
は
、
自
動
車
整
備
士
で
す
。
多
く

の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
三
十
二
年
と
い

う
長
い
間
今
日
ま
で
働
い
て
こ
れ
た
事

に
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
で
は
、
ふ
る
さ
と
振
興

協
議
会
、
金
ボ
タ
ル
を
守
る
会
、
そ
れ

と
サ
ー
ク
ル
パ
イ
オ
ニ
ア
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
会
の
会
員
で
す
。
こ
の
団
体
は
、

約
百
本
の
西
条
柿
を
栽
培
し
販
売
し
て

い
ま
す
。
十
五
、
六
年
前
か
ら
の
会
で

す
が
、
徐
々
に
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
い

る
現
状
で
す
。
年
間
を
通
じ
て
決
し
て

楽
な
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

遠
慮
の
な
い
仲
間
と
共
に
わ
い
わ
い
言

い
な
が
ら
の
作
業
は
結
構
楽
し
い
で
す
。

　

ず
っ
と
以
前
に
、
青
春
訓
と
い
う
の

に
出
会
い
ま
し
た
。「
青
春
と
は
」
か

ら
始
ま
り
、
最
後
に
「
希
望
あ
る
限
り

若
く
、
失
望
と
共
に
老
い
朽
ち
る
」
と

い
う
節
が
あ
っ
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。
年
を
重
ね
て
い
く
今
、
自
分
に

喝
を
入
れ
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
青
春

で
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
の
少
な
い
昨
今
、

色
々
な
事
に
関
し
て
も
う
少
し
頑
張
っ

て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
。

『今』

 逸  見 　 則 夫   さん［哲多町蚊家・52歳・自動車整備士］
へん み のり お

私
た
ち
は
今
年
の
二
月
か
ら
、

無
理
の
な
い
運
動
を
し
よ
う

と
、
平
均
年
齢
七
十
二
歳
の
十
人
が

集
ま
っ
て
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
ク
ラ
ブ

と
い
う
チ
ー
ム
名
で
卓
球
を
始
め
ま

し
た
。

　

週
に
一
回
、
三
〜
四
時
間
卓
球
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
初
め
は
ピ
ン
ポ

ン
の
状
態
で
し
た
が
、
今
は
体
も
動

く
よ
う
に
な
り
、大
き
な
声
を
出
し
、

笑
い
、
本
気
に
な
っ
て
時
間
の
経
つ

の
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

寒
く
な
っ
て
体
が
硬
く
な
り
が
ち

で
す
。
無
理
を
せ
ず
、
健
康
の
た
め

に
み
な
さ
ん
も
運
動
を
し
ま
せ
ん

か
。

（
匿
名
・
女
性
）

答
　

年
齢
や
身
体
状
況
に
応
じ

て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
だ
り
、
体
を
動
か

し
た
り
す
る
こ
と
は
、
骨
や
筋
肉
の

強
化
、
生
活
習
慣
病
や
肩
こ
り
・
腰

痛
の
予
防
改
善
、
ま
た
ス
ト
レ
ス
解

消
、
ぼ
け
予
防
、
仲
間
や
生
き
甲
斐

づ
く
り
な
ど
の
良
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

市
で
も
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹

介
や
体
育
指
導
委
員
の
派
遣
な
ど
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に
向
け
た
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
人
で
も
多
く
の
人

が
、
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
心
身
共
に
健
康
に
な
れ
る
よ

う
互
い
に
呼
び
か
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

■
健
康
づ
く
り
課

■
生
涯
学
習
課　

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●提案＆お便りの送り方
・１０月号でで配布した専用用紙また
は官製はがきに、①提案②住所③
氏名④年齢⑤電話番号を書いてお
送りください。
・専用用紙は、折りたたむと封書に
なります。切手をはらずにポスト
に入れてください。（来年３月末
まで使用できます）
・旧新見市で平成１６年度に配布した
専用用紙は使用できませんので、
ご注意ください。
・ファックス、電子メールでも受け
付けています。ファックス、電子
メールも「提案＆お便り」係に届
きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　７２－６２４３
・電子メール
　idea@city.niimi.okayama.jp
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　Hello Niimi. My wife Zelinda, and I lived in Niimi last year but due to a family 
emergency we had to return to Australia. I remember leaving Niimi in November and 
feeling a great sadness.
My wife and I both love living in Niimi very much and have plans to stay for as long 
as possible.
　The reason why we love Niimi so much is that we have many friends in Niimi and 
it is a very safe place to live. Also the teachers we work with are very friendly and 
kind to us.  For example, when we were sick a teacher whom I work with gave us 
medicine and we were taken care of very well by her.
　Niimi is a very fun place to live because we can go to karaoke, eat Chiya-gyu, 
drive in Niimi's beautiful mountains, enjoy Niimi's Matsuri, go Aiyu fishing in july and 
in winter we look forward to skiing in Chiya.
All of these reasons make Niimi a great place to live, but my favourite thing about 
Niimi is the children in my shogakkos because they are lots of fun, very friendly and 
easy to teach english to.
Finally, I would like to give a special thankyou to my shogakkos for making me feel 
at home and a part of this great city. Thankyou all very much for your kind support. 
   -Micheal　

　新見のみなさんこんにちは。私は妻のゼリンダと去年新見に住んでいたんですが、家庭
の事情で一度オーストラリアに帰っていました。新見を離れる時は辛かったですね。
　私たちはどうしても新見が忘れられないので再び戻ってきました。できるだけ長く新見
にいたいです。
　新見にはたくさんの友だちがいるし、とても治安もいいから大好きです。同僚の先生た
ちもみんなフレンドリーで親切です。病気の時は薬をくれたり、いろいろ助けてくれました。
　新見はカラオケもあるし、千屋牛を食べたり、美しい自然にふれあったり、祭やあゆ釣り
も楽しめ、冬にはスキーもできるのでとても住んでみて楽しい所です。
　でも新見で一番魅力を感じるのは、小学校で教えている子どもたちですね。みんな楽し
くて、フレンドリーで、英語を教えるのが楽しいです。
　私をふる里にいるように受け入れてくれる新見の小学校に感謝しています。本当にあり
がとう。 　マイケル　

　

新
見
市
の
皆
様
初
め
ま
し
て
。
私
が
田
舎

を
離
れ
て
現
在
の
神
奈
川
県
の
機
械
メ
ー
カ

ー
に
勤
務
し
て
三
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今

こ
の
会
社
で
百
二
十
億
の
事
業
部
の
責
任
者

と
し
て
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
共
の
機
械
業
界
は
、
地
味
で
は
あ
り
ま

す
が
日
本
を
始
め
世
界
の
物
作
り
の
先
端
を

走
っ
て
お
り
、
世
界
中
に
機
械
を
輸
出
し
て

お
り
ま
す
。
当
然
世
界
の
機
械
メ
ー
カ
ー
と

の
激
し
い
競
争
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
高
品

質
・
機
能
面
に
お
い
て
日
本
製
の
競
争
力
は

高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
様
な
世
界
競
争
が
続
く
中
、

こ
れ
か
ら
の
人
材
に
つ
い
て
考
え
る
事
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
の
新
入
社
員
の

多
く
が
子
供
の
頃
か
ら
自
然
に
接
し
て
育
っ

て
い
な
い
事
で
す
。
野
山
や
川
等
で
怪
我
を

し
な
が
ら
遊
ん
だ
経
験
の
中
で
、
知
ら
な
い

内
に
先
を
予
測
す
る
力
が
身
に
付
き
ま
す
が
、

都
会
育
ち
の
人
は
こ
の
力
が
育
っ
て
い
な
い
。

今
、
景
気
回
復
と
団
塊
世
代
の
退
職
に
よ
り

求
人
は
増
え
ま
す
が
、
世
界
競
争
の
中
で
先

の
読
め
る
人
材
を
輩
出
で
き
る
の
は
田
舎
に

育
っ
た
人
た
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

美
し
い
新
見
の
自
然
を
生
か
し
た
子
供
の

育
成
と
、
新
見
市
の
発
展
を
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

神奈川県相模原市

 片  岡 　 博 道   さん（４７歳）
かた おか ひろ みち

長屋出身
会社員

マイケル
 シャロッ

ク

オース
トラリア

・シドニ
ー出身

外国語
指導助

手とし
て唐松

小、

正田小
、明新

小、草
間台小

、豊

永小、
井倉小

、足見
小に勤

務。

●第９通●
★
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芸術の秋を満喫
◆市内で文化展・芸能祭開催

　１１月中、市内の文化協会が主催

する文化展や芸能祭が開催されま

した。文化展では絵画・書・陶芸・

工芸・手芸・生け花・盆栽・写真

などが展示され、見事な作品の出

来映えに訪れた人たちは感心して

いました。また、芸能祭では、民

謡・ダンス・バレエ・合唱・琴な

どの演目が披露され、出演者は日

頃の練習の成果を存分に発揮して

いました。

身近な出来事や話題などみなさんからの情報をお待ちしています。

6人のパネラーが熱弁
◆下水道光ファイバフォーラム

　１１月２４日、まなび広場にいみで「下水道光

ファイバフォーラム」が開催されました。総務

省情報通信政策局の横田直人氏の基調講演に続

き、石垣市長が「下水道光ファイバによる魅力

あふれるまちづくり」と題して新見市の事例を

紹介。下水道光ファイバの魅力について論ずる

パネルディスカッションも行われ、市長を含む

６人のパネラーが熱弁をふるいました。

哲多町文化展

新見市文化展

新見市音楽芸能祭

神郷芸能文化祭 哲西町文化協会文化祭哲西町文化協会文化祭
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匠の技にくぎづけ
◆暮らしと備中漆フォーラム in 新見

　１１月２３日、まなび広場にいみで「暮らしと

備中漆フォーラム in にいみ」が開催されまし

た。会場では一般出展者による漆器・木工品

の展示や、西日本の漆植栽地写真展、漆芸家

など漆の精通者によるパネルディスカッショ

ンが行われました。また、制作実演コーナー

として、パネリストによる作品制作過程が実

演され、参加した人たちは、匠の技に目を奪

われていました。

伝統の駅伝で健脚を競う
◆新見阿哲駅伝競走大会

　１１月２０日、哲多町本郷から上成松までの６区間２４.２㎞（男

子）と４区間１２.１㎞（女子）で健脚を競う「第５３回新見阿

哲駅伝競走大会」が開催されました。この日は好天にも恵

まれ、１６チーム約３００人が参加。結果は、一般男子の部は新

見消防署Ａが優勝、高校男子は新見陸上Ａ、高校一般女子

の部は新見走ろう会がそれぞれ優勝しました。
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餌付けの成果あり
◆ポニーの捕獲柵設置

　上市矢の峰付近で、野生化したポニーが周辺の

農作物に被害を及ぼしていた問題で、１１月１７日、

足立地内に捕獲用の柵を設置しました。神郷乗馬

クラブの指導の下餌付けを行ってきた成果もあ

り、同１９日には６頭の捕獲に成功しました。捕獲

したポニーは予防接種や調教などを行い、県内外

のテーマパークや牧場、福祉団体に引き取られる

予定です。

倉敷で新見を紹介
◆チボリにいみデー

　１１月１３日、新見市観光物産協議会が主

催する「チボリにいみデー～新見の観光

と物産展～」が、倉敷市の倉敷チボリ公

園で催されました。会場では、新見の特

産品販売、哲西太鼓田植えや千屋牛追い

唄のステージ、紙すき体験や雪中宝探し

などが行われました。中でもいぶきの里

スキー場の人工雪を使った雪中宝探しで

は、子どもたちが雪の中から宝のカプセ

ルを見付けては、歓声をあげて喜んでい

ました。
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市内のバリアフリーを調査
◆短大看護学科体験学習

　１１月８日、新見公立短大の看護学科２年生によ

る「バリアフリー体験学習」が実施されました。こ

の学習は、老年期の機能障害を疑似体験すること

により、老化に伴う身体的・心理的な健康上の課

題を理解し、それを克服するための社会環境につ

いて考えるものです。学生たちは、自ら体の不自

由な高齢者に扮し、市内の道路、交通機関などの

バリアフリー環境について調査確認しました。

勇壮な大佐源流太鼓など披露
◆おおさ風まつり

　１０月３０日、おおさ総合センターで「第８回おお

さ風まつり」が開催され、好天の下、市内外から

多くの人が訪れました。風の音楽会では、大佐源

流太鼓、新見ウインドアンサンブルなどによる演

奏が行われ、中でも刑部小学校児童による勇壮な

太鼓にはひときわ大きな拍手が送られていまし

た。また、特産品販売やフリーマーケット、健康

福祉コーナーも大勢の人で賑わいました。

スポーツで心地よい汗
◆市民スポーツ祭

　１０月３０日、市民運動公園と憩いとふれあいの公

園で、「第１回市民スポーツ祭」が開催されまし

た。晴れの国おかやま国体の開催を記念して行わ

れたもので、子どもから高齢者まで約１,０００人が少

年ソフトボール・女子ソフトボール・成年バレー

ボール・長なわとび・グラウンドゴルフ・ゲート

ボール・ハイキングの７種目に参加し、心地よい

汗を流しました。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
か
か
っ

た
人
の
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
の
飛

沫
と
共
に
放
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス

が
体
内
に
侵
入
し
感
染
し
ま
す
。

特
に
、
高
齢
者
、
慢
性
疾
患
を
持

っ
て
い
る
人
や
、
疲
れ
て
い
た
り

睡
眠
不
足
の
人
は
人
混
み
へ
の
外

出
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

★
乾
燥
防
止

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の

粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
す
る
た

め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
外
出
時
に
は

マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
マ
ス
ク
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
っ
て
咳
な
ど
の
症
状
の
あ

る
と
き
も
周
り
の
人
に
う
つ
さ
な

い
た
め
に
も
有
効
で
す
。
最
近
で

は
、「
エ
チ
ケ
ッ
ト
マ
ス
ク
」
と

い
う
言
葉
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
室
内
で
は
加
湿
器

な
ど
を
使
っ
て
、適
度
な
湿
度（
五

〇
〜
六
〇
％
程
度
）
を
保
ち
ま
し

ょ
う
。

★
体
力
や
免
疫
力
を
高
め
る

　

常
日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

 
普
通
の
か
ぜ
と 

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い

　

普
通
の
か
ぜ
の
症
状
は
、鼻
水
・

く
し
ゃ
み
・
咳
・
微
熱
な
ど
が
中

心
で
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
だ
ら
だ

ら
と
続
き
ま
す
。
一
方
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、
突
然
の
高
熱
・
頭

痛
・
筋
肉
痛
・
関
節
痛
な
ど
全
身

の
症
状
が
強
く
、
あ
わ
せ
て
普
通

の
か
ぜ
と
同
じ
の
ど
の
痛
み
や
鼻

汁
な
ど
の
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

小
児
で
は
、
中
耳
炎
・
熱
性
け

い
れ
ん
な
ど
を
合
併
し
、
重
症
化

す
る
こ
と
が
あ
る
の
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
呼
吸
器
や
心

臓
な
ど
に
慢
性
の
病
気
を
持
つ
人

も
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に 

 
か
か
ら
な
い
た
め
に

★
流
行
時
に
は
で
き
る
だ
け
人
混

み
を
避
け
る

ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム 今年もインフルエンザにご注意を！

十
分
に
休
養
を
と
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

★
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
う
が
い
と

手
洗
い
を

　

手
に
付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
侵
入
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す

る
た
め
に
、
流
水
の
も
と
石
け
ん

で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
洗
っ
た

手
は
清
潔
な
タ
オ
ル
な
ど
で
拭
き

ま
し
ょ
う
。
う
が
い
は
の
ど
を
清

潔
に
し
、
粘
膜
を
な
め
ら
か
に
し

て
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
侵
入
の
機
会

を
少
な
く
し
ま
す
。

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
積
極
的
に

予
防
す
る
方
法
が
予
防
接
種
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

予
防
接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
の
症
状
を
軽
く
す

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
？
と
思

っ
た
ら
、
あ
ま
り
我
慢
を
し
な
い

で
早
め
に
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
づ
く
り
課

　

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
対
策

を
し
っ
か
り
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●親子交流会
時　　間会　　　場曜日月　日

９：００～９：３０まなび広場にいみ小ホール水１２月１４日

内容　遊びコーナー・手遊び・親子体操
＊詳しくは、各支局の保健師へお尋ね下さい。

●乳がん検診
支局受付時間会　　場曜日月　日

哲多

１０：００～１１：００
哲 多 総 合 セ ン タ ー木１２月１日

１３：００～１４：００

１０：００～１１：００
夢 ひ ろ ば 萬 歳月１２月５日

１３：００～１４：００

●献血

＊６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験が
ある人に限られます。
＊身分確認ができる物を持参してください。
＊詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

支局受付時間会　　場曜日月　日

大佐１２：３０～１５：００大 佐 支 局月１２月５日

新見
１０：００～１２：００山 村 開 発 セ ン タ ー

月１２月１２日
１３：３０～１５：００備中県民局新見支局（旧：阿新地方振興局）
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療診療時間はいずれも

午前9時から午後5時までです。

【担当病院・医院】

【内科】
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

【歯科】
新見水舟・市役所前

新見市休日歯科診療所（��８０８３）

高尾高西町
介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

診 療 日：月～金曜日（祝祭日を除く）
診療時間：１９時～２１時　診療科目：内科、小児科１２月４日（日）

��２１１０新見中央病院新見市

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－５５－２１２１河本病院（内・外）真庭市

�０８６７－６６－３００２遠藤クリニック（外）真庭市

１２月１１日（日）
��０２１４太田病院新見市

�０８４７７－２－００５４細川医院庄原市

�０８６７－４４－２６７１近藤病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－５６８６まつうら医院（内）真庭市

�０８６６－５２－２４６９牧原医院（外）真庭市

１２月１８日（日）
��２１２３渡辺病院新見市

�０８４７７－２－００２３瀬尾医院庄原市

�０８６７－５２－１１９１金田病院（内・外）真庭市

�０８６７－４４－２１３３人見医院（内）真庭市

１２月２３日（金）
��２１２３渡辺病院新見市

�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－６２－２２２１湯原温泉病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－５２６７前原医院（内）真庭市

�０８６６－５２－９８９８さとう医院（外）真庭市

１２月２５日（日）
��３１０５長谷川記念病院新見市

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－５２－１１３３落合病院（内・外）真庭市

�０８６７－６２－３４００片岡医院（内）真庭市

１２月２９日（木）
�０８４７７－２－００２３瀬尾医院庄原市

�０８６７－４４－３１６１勝山病院（内・外）真庭市

�０８６７－５２－１５５１本山医院（内）真庭市

１２月３０日（金）
�０８４７７－２－５２５５こぶしの里病院庄原市

�０８６７－５５－２１２１河本病院（内・外）真庭市

�０８６７－４４－２１３２米田医院（内）真庭市

１２月３１日（土）
��０２１４太田病院新見市

�０８４７７－２－２１５０東城病院庄原市

�０８６７－４４－２６７１近藤病院（内・外）真庭市

�０８６７－４２－５０１２杉山医院（内）真庭市

�０８６６－５２－２７０４吉弘クリニック（内）真庭市

●離乳食教室 
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年８･９月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月１２月１２日

●乳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１７年２月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火１２月１３日

●1歳6 ヶ月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年５月生１３：００～１３：３０保健福祉センター月１２月１９日

●2歳6 ヶ月児歯科健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１５年５月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火１２月６日

●３歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１４年５月生１３：００～１３：３０保健福祉センター水１２月２１日

●ひよこクラス
時　　間会　　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００保健福祉センター月１２月５日

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦さん
内　容　座談会
用意するもの　母子手帳  

●健康相談

＊なお、新見支局（新見市保健福祉センター）では、随時行っ
ています。

支局受付時間会　　場曜日月　日

哲西

９：３０～１５：００

哲西支局市民福祉課相談室金１２月２日

大佐おおさ総合センター水１２月１４日

神郷神郷保健センター金１２月１６日

哲多哲多総合センター火１２月２０日
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ハ
ン
デ
ィ
ー
ス
キ
ー
親
善
大
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

平
成
十
八
年
一
月
二
十
一
日
�

に
「
い
ぶ
き
の
里
ス
キ
ー
場
」
で

身
体
障
害
者
の
ス
キ
ー
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
参
加
選
手
を
補
助

す
る
高
校
生
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

■
ス
キ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ス
キ

ー
の
で
き
る
人
）

・
視
覚
障
害
者
の
伴
走
や
、
重
度

障
害
者
の
「
バ
イ
ス
キ
ー
（
ソ

リ
）」
の
介
助

■
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
参
加
選
手
の
荷
物
運
搬
な
ど
の

補
助

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
６
）

工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

　

平
成
十
七
年
工
業
統
計
調
査
が
、

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
く

国
の
指
定
統
計
調
査
で
、
本
年
は

製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所

を
対
象
と
し
て
、
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
国

や
県
、
市
町
村
の
産
業
振
興
の
政

策
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ

れ
る
ほ
か
、
企
業
や
大
学
な
ど
の

研
究
機
関
の
資
料
や
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
材
な
ど
に
幅
広
く

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に

は
、
統
計
調
査
員
が
調
査
票
を
持

参
し
ま
す
の
で
、
ご
多
忙
な
時
期

で
は
あ
り
ま
す
が
、
正
確
な
記
入

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
よ

り
厳
重
に
秘
密
が
保
護
さ
れ
、
目

的
外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
広
報
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

ご
存
じ
で
す
か
？ 

家
庭
裁
判
所
の
成
年
後
見
の
手
続

　

認
知
症
・
知
的
障
害
・
精
神
障

害
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
は
、
家
庭
裁
判
所
の
成
年

後
見
の
手
続
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

成
年
後
見
の
手
続
（
後
見
開
始

の
審
判
、
保
佐
開
始
の
審
判
、
補

助
開
始
の
審
判
）
に
よ
り
、
成
年

後
見
人
な
ど
が
選
ば
れ
ま
す
。
成

年
後
見
人
は
、
本
人
の
気
持
ち
を

尊
重
し
、
か
つ
本
人
の
心
身
の
状

態
や
生
活
状
況
に
配
慮
し
な
が
ら
、

契
約
な
ど
を
代
理
し
、
本
人
の
財

産
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本

人
の
権
利
を
守
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
最
寄
り
の
家
庭
裁
判

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
家
庭
裁
判
所
新
見
支
部

　

（
�
�
０
０
４
２
）

　

岡
山
家
庭
裁
判
所
事
務
局

　

（
�
０
８
６
�
２
２
２
�
６
７
７
１
）

年
末
年
始
の
犯
罪
を 

未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

警
察
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん

に
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
十
二
月
一
日
�

か
ら
平
成
十
八
年
一
月
五
日
�
ま

で
の
間
、
街
頭
で
の
警
戒
活
動
や

犯
罪
の
未
然
防
止
活
動
を
強
化
し

ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
は
、
犯
罪
の

被
害
に
遭
わ
な
い
明
る
い
年
末
年

始
を
過
ご
す
た
め
に
、
特
に
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
金
融
機
関
利
用
者
や
、
買
物
客

な
ど
を
狙
っ
た「
ひ
っ
た
く
り
」

の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

現
金
を
バ
ッ
グ
な
ど
に
入
れ
て

持
ち
歩
く
時
は
、
周
り
に
注
意

し
、
車
道
と
反
対
側
に
し
っ
か

り
と
持
ち
ま
し
ょ
う
。
自
転
車

の
前
カ
ゴ
に
入
れ
る
場
合
に
は
、

防
犯
ネ
ッ
ト
・
カ
バ
ー
な
ど
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
空
き
巣
な
ど
の
侵
入
犯
罪
の
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
短
時
間
の
外
出
で
も
鍵

か
け
を
心
が
け
、
玄
関
戸
の
鍵

を
二
重
ロ
ッ
ク
に
し
た
り
、
ガ

ラ
ス
を
用
い
た
扉
や
窓
ガ
ラ
ス

は
、
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
も
し

く
は
補
助
錠
を
取
り
付
け
る
な

ど
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域

で
「
鍵
か
け
！
声
か
け
！
」
運

動
を
実
施
し
、
犯
罪
を
未
然
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

○
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
の
盗
難

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
必
ず

おおおおおおおお

しししししししし

らららららららら

せせせせせせせせ

お

し

ら

せ
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おしらせ

②
在
学
に
必
要
な
費
用

■
利
率

　

年  
一
・
五
五
％

■
返
済
方
法

　

元
利
均
等
毎
月
払
い
（
ボ
ー
ナ

ス
併
用
返
済
な
ど
も
可
能
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
教
育
ロ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

（
�
０
５
７
６
�
０
０
８
６
５
６
）

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
倉
敷
支
店

　

（
�
０
８
６
�
４
２
５
�
８
４
０
１
）

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
に

対
す
る
補
償
金
制
度
に
つ
い
て

　

次
の
人
は
補
償
金
が
請
求
で
き

ま
す
。
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
健

康
局
疾
病
対
策
課
ハ
ン
セ
ン
病
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
者

　

平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
国
立
ハ
ン
セ
ン
療
養
所
な
ど

に
入
所
さ
れ
て
い
た
人
で
、「
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
に
対

す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
（
補
償
法
）」
施
行
日

（
平
成
十
三
年
六
月
二
十
二
日
）

に
お
い
て
生
存
さ
れ
て
い
る
人

■
請
求
の
期
限

　

平
成
十
八
年
六
月
二
十
一
日
�

■
そ
の
他

　

た
だ
し
次
の
人
に
つ
い
て
は
、

補
償
金
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

①
既
に
補
償
金
を
受
け
て
い
る
人

②
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判
上

の
和
解
が
成
立
し
て
い
る
人

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策

課
ハ
ン
セ
ン
病
係

　

（
�
０
３
�
５
２
５
３
�
１
１
１
１
）

省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う

　

経
済
産
業
省
中
国
経
済
産
業
局

か
ら
、
省
エ
ネ
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
で
す
。

★
冬
の
省
エ
ネ

・
暖
房
機
器
は
室
温
二
十
度
を
目

安
に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

・
暖
房
機
器
の
不
必
要
な
つ
け
っ

ぱ
な
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

★
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

・
電
気
、
ガ
ス
、
石
油
機
器
な
ど

を
買
う
と
き
は
、
省
エ
ネ
型
の

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

★
こ
ま
め
に
省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う

・
電
気
製
品
を
長
時
間
使
わ
な
い

時
に
は
、
プ
ラ
グ
を
抜
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
の
運
転
の
際
に
は
、
経
済
速

度
を
心
が
け
、
急
発
進
、
急
加

速
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

経
済
産
業
省
中
国
経
済
産
業
局

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
広
報
推

進
室
（
�
０
８
２
�
２
２
４
�

５
７
４
１
）

鍵
を
か
け
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど

で
二
重
ロ
ッ
ク
を
し
、
路
上
へ

の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

　

（
�
０
８
６
�
２
３
４
�
０
１
１
０
） 

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
ご
案
内

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
教
育
の

た
め
に
必
要
な
資
金
を
融
資
す
る

公
的
な
制
度
で
、
入
学
時
や
在
学

中
の
費
用
と
し
て
幅
広
く
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
細
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
倉
敷

支
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
人

　

大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
な
ど
へ
入
学
・
在
学
す

る
人
の
保
護
者
ま
た
は
ご
本
人

で
、
年
間
収
入
が
九
百
九
十
万

円
（
事
業
所
得
者
は
七
百
七
十

万
円
）
以
内
の
人

■
融
資
額

　

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

　

二
百
万
円
以
内

■
返
済
期
間

　

十
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
ま

た
は
母
子
家
庭
の
人
は
十
一
年

以
内
）

■
使
い
み
ち

①
入
学
時
に
必
要
な
費
用

◆面　積　793.27km2

◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36， 920人（－２２人）
　　　男　17， 594人（－６人）
　　　女　19， 326人（－１６人）
　出生…１６人　　転入…６７人
　死亡…４１人　　転出…６４人
　　　世帯数　12， 711世帯（＋２１世帯）
　（平成１７年１０月末日現在）

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■固定資産税・都市計画税＜３期＞
■国民健康保険税＜６期＞
■介護保険料普通徴収
　（納付書で納める場合）＜６期＞

■納付期限／１２月２６日

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料
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一
人
で
悩
ま
な
い
で 

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て

　

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
、
夫
・
パ

ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
女
性
に
対
す
る

暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
、
行
為
が
反
復

さ
れ
る
う
ち
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
殺
人
な
ど
の
凶
悪
事
件
に
発
展

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
そ
の
相
談
を
受
け

た
時
は
、
被
害
者
の
意
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
加
害
者
の
検
挙
や
被

害
者
へ
の
防
犯
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
援

助
や
、
加
害
者
へ
の
指
導
、
警
告

な
ど
、
被
害
者
の
立
場
に
立
っ
た

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
に
遭
っ
た
と
き

は
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
早
め

に
最
寄
り
の
警
察
署
や
専
門
機
関

に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

　

（
�
０
８
６
�
２
３
４
�
０
１
１
０
）

　

ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー

　

（
�
０
８
６
�
２
３
５
�
３
３
１
０
）

　

岡
山
県
女
性
相
談
所

　

（
�
０
８
６
�
２
３
５
�
６
０
６
０
）

　

新
見
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

　

（
�
�
６
１
５
９
）

おしらせ

１２月２９日（木）
～ １月３日（火） 年末年始市役所の業務

●燃えるごみの収集
　年末の収集は１２月３０日�まで、年始の収集は

１月５日�から、通常どおり地域ごとに決めら

れた曜日に行います。

　なお、年末年始の収集は、ごみの量により収

集時間が遅くなることがありますので、ご協力

をお願いします。

●し尿の収集
【新見・神郷・哲多・哲西の各支局管内】

　年末は１２月２９日�まで収集業務を行います。

ただし、ごみ収集日程表の下欄にある申込期限

までに申し込んだ場合に限ります。年始は１月

４日�から行います。新見環境�（��１１０２）

へお申し込みください。

【大佐支局管内】

　年末は１２月２９日�まで収集業務を行います。

ただし、１２月１９日�までに申し込んだ場合に限

ります。年始は１月５日�から行います。大佐

支局（��２１１２）へお申し込みください。

●出生・死亡の届け出
　出生や死亡などの届け出は、市役所本庁およ

び各支局の宿直・日直で受け付けます。

●自動交付機のサービス停止
　住民票の写し・印鑑証明書自動交付機は、１２

月２９日�～１月３日�の間使用できませんの

でご注意ください。

●市営斎場「明月苑」の利用
　市営斎場は、年内は１２月３１日�まで利用でき

ますが、１月１日�～２日�は休みます。

●水道管の故障
　水道管の故障については、上水道課（��

８９７１）もしくは各支局宿直・日直までご連絡く

ださい。

　市役所の業務は、年末１２月２９日�から新年１月３日�まで休みとさせていただきます。この期間の

業務については次のとおりです。

　なお、この期間中のお問い合わせは、市役所宿直・日直までお願いします。

■問い合わせ先

　本庁宿直・日直　　（��６１６１）

　大佐支局宿直・日直（��２１１１）

　神郷支局宿直・日直（��６１１１）

　哲多支局宿直・日直（��２１１１）

　哲西支局宿直・日直（��２１１１）
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新
見
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
公
開
の
第
２
弾
は
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
柱
と
な
る
富
岡
鉄
斎
を
中
心
に
、
幕
末
、
明
治
、

大
正
に
活
躍
し
た
京
都
画
壇
の
作
家
を
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
円
山
応
挙
に
よ
り
「
写
生
画
」
が
完
成
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
の
京
都
画
壇
の
流
れ
を
一
変
さ
せ
、
円
山
派
と
い

う
一
派
を
形
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
呉
春
（
ご
し
ゅ
ん
）

の
出
現
に
よ
り
四

条
派
が
生
ま
れ
、

こ
れ
ら
の
流
れ
は

円
山
四
条
派
と
称

さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
明
治

に
入
る
と
、
さ
ら

に
、
日
本
画
の
近

代
化
が
図
ら
れ
、

大
正
時
代
は
、
個

●ラストワンマイル事業説明会
　総合福祉センター　１９：００～ 木１２/１

●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター　１０：００～１５：００ 金２

●きらめき子ども教室
　きらめき広場・哲西　１３：００～１５：００
●これからのライフスタイル講座
　まなび広場にいみ　１４：００～１６：００ 

土３

●人権講演会　きらめき広場・哲西　１０：００～１１：３０ 日４

●新見市障害者福祉展　総合福祉センター（９日まで） 月５

  火６

●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００  
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西　１０：００～１５：００ 水７

●交通事故相談　山村開発センター　１０：３０～１５：００  木８

●身体障害者巡回更正相談
　保健福祉センター　１２：００～（受付） 金 ９

●そば打ち体験とクリスマスリース作り
　備北青年の家　１５：３０～（１１日まで）  土１０

●きらめきクリスマスコンサート
　きらめき広場・哲西　１３：００～  日１１

 月 １２

  火１３

●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００  水１４

  木 １５

  金１６

 ●これからのライフスタイル講座
　まなび広場にいみ　１４：００～１６：００土１７

 日１８

 月１９

  火２０

●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００  
●法律相談（要予約）
　総合福祉センター　１０：００～１５：００  
●合同相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００ 

水２１

 木２２

 金２３

 土２４

 日２５

 月２６

 火２７

●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００   水２８

 木２９

 金３０

 土３１

 日１/１

●新見市成人式　まなび広場にいみ　１３：００～ 月２

●第２９回新見市新春ロードレース大会
　まなび広場にいみ　８：３０～（受付）  火３

●心配ごと相談　総合福祉センター　１０：００～１５：００   水４

 木５

 金６

 土７

行事予定 １２１ ２月月・・１１ 月月

新
見
美
術
館
開
館　

周
年
記
念　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
公
開
パ
ー
ト
Ⅱ

１５

鉄
斎
と
京
都
画
壇
の
作
家
た
ち

　

同
時
開
催　

郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
Ⅱ（
現
代
編
）

■新見美術館（��７８５１）休館日：月曜日・１２/２６～１/４

２００６年
１月２９日（日）
まで開催

新
美術

見
館

書図 館
却は　できるだけお控えください。なお、
新年は１月５日から開館します。

　※新見図書館では、おはなし実演ボラン
ティア、紙芝居・影絵などの制作ボラン
ティア、　図書などの整理ボランティア
を募集しています。ぜひご連絡ください。
●哲西図書館
　こども映画会
　　１２月１０日�　１４：００～
　　「ナイト・ビフォー・クリスマス」
　おはなし会
　　１２月１７日�　１４：００～
　■休館日　１２月２９日～１月３日
　※図書館利用者のための乳幼児
一時あずかりは、第１・第３火
曜日の１０：００～１２：００
●おおさ総合センター図書コーナー
　■休館日　毎週月曜日・１２月２８
日から１月４日

●やまびこ広場神郷図書コーナー
　■休館日　毎週木曜日・１２月２８
日から１月５日

●新見図書館
　クリスマスこどもお楽しみ会
　　１２月１０日�　１４：００～
　こども映画会
　　１２月１０日�　１５：３０～
　　　アニメ「ものぐさ太郎・こ

ぶとりじいさん」
　　１月１４日�　１４：００～
　　　アニメ「力太郎（ちからた

ろう）」
　子供の読書を考える会
　　１２月１０日�　１６：００～
　ブックスタート
　　１２月１３日�　乳児健康診査時
　　　会場：保健福祉センター２階
　　　対象：乳児（平成１７年２月出

生児）と保護者
　新春マジックショー
　　１月７日�　１４：００～
　　　演技者：福山奇術倶楽部
　　　　　　　　　　岩村高雄氏
　■休館日　５日・１２日・１９日・２４日・
２６日・２８日・２９日・３０日・３１日

　※１２月２８日～１月４日まで、年末年始の
ため休館します。この間、図書などの返

性
を
尊
重
す
る
時
代
と
な
り
、
新
し
い
日
本
画
の
創
造
を
目

指
し
た
絵
画
革
新
運
動
が
起
こ
り
、
大
正
の
日
本
画
壇
に
新

風
を
吹
き
込
み
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
京
都
画
壇
を
よ
そ
に
、
終
始
画
壇
の
外
に
あ
り

な
が
ら
、
独
自
の
活
動
を
続
け
た
の
が
富
岡
鉄
斎
で
す
。

　

本
展
で
は
、
鉄
斎
と
京
都
画
壇
の
作
家
た
ち
の
作
品
約
三

十
点
に
よ
り
、
京
都
画
壇
の
流
れ
を
た
ど
り
ま
す
。
ま
た
、

同
時
開
催
は
、
新
市
誕
生
を
記
念
し
て
、
新
見
市
ゆ
か
り
の

作
家
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
第
二
弾
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
、「
原
爆
の
図
」
で
知
ら
れ
る

丸
木
位
里
・
俊
夫
妻
が
来
新
記
念
に
描
い
た
「
飛
天
」
や
、

木
工
芸
家
の
第
一
人
者
で
県
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
で

あ
る
森
田
翠
玉
氏
の
作
品
な
ど
館
蔵
作
品
を
中
心
に
、
日
本

画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
な
ど
二
十
六
点
を
通
し
、
新

見
ゆ
か
り
や
美
術
館
開
館
後
の
新
見
市
の
美
術
振
興
に
寄

与
し
た
二
十
五
作
家
と
そ
の
功
績
を
紹
介
し
ま
す
。

丸木位里・丸木俊《飛天》

●観覧料　一般…４００円　中高生…２５０円　小学生…１５０円
※ただし、市内の小中学生は無料



この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

古紙パルプ配合率１００％
再生紙を使用しています。

★１月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、１２月１５日までに企画課企画広報係（��６１１４）にご一報ください。
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子
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れ
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ら
も
元
気
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き
く
な
っ
て
ね
て
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！！
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●今年もあとわずかになりました。この時

期になると正月が待ち遠しくなります。日

本の正月といえば、御飾りや門松が頭に浮

かぶ人も多いのではないでしょうか。今月

号といっしょに、新年用の門松紙をお配り

しました。そもそも「門松」は、新年の神

様を招く目印で、神の宿る場所を表してい

るそうです。一般的には１２月２８日までに立

てて、取り除く日は１月７日に定めている

地方が多いようです。門松紙、ぜひご利用

いただければと思います。

　１１月５日と６日の両日、旧正田保育所跡地周辺

で、中世の新見庄をテーマにした「備中国新見庄

まつり」が開催されました。たたら会場では、和

銑（わずく）の製造をめざし夜を徹しての作業が

行われました。翌６日は、マジックショーやコン

サートのほか、特産品販売、紙すき体験や木工ク

ラフト教室などが催され、雨にもかかわらず多く

の人が訪れました。

●備中国新見庄まつり2005

 福  谷   弥  花 ちゃん
ふく たに み か

（哲西町畑木／１２・１７生）
 金  田   雪  花 ちゃん
かね だ ゆき か

（哲西町上神代／１２・３０生）
 森  岡   奏  馬 ちゃん
もり おか そう ま

（大佐田治部／１２・２２生）
 清  水   康  陽 ちゃん
し みず こう よう

（新見／１２・２１生）
 清  水   大  翔 ちゃん
し みず ひろ と

（西方／１２・２０生）

 笹  川   日  向 ちゃん
ささ がわ ひ なた

（哲西町矢田／１２・１７生）
 河  島   慶  太 ちゃん
かわ しま けい た

（哲西町畑木／１２・１６生）
 小  田   侑  季 ちゃん
お だ ゆう き

（哲西町大野部／１２・１４生）

 宮  田 　 奏 ちゃん
みや た かな

（金谷／１２・１３生）
 内  田   涼   哉 ちゃん
うち だ りょう や

（高尾／１２・１生）
 神  原   勇  志 ちゃん
かみ はら ゆう し

（豊永赤馬／１２・１２生）
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